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⑩ 学会報告
1 ) 森 正 明 ， 道林 昌 弘， 狐塚 寛 ， 鍛 治利幸 ，

山本千夏 坂元倫子 : C3H/lOT1/2 clone 8細胞に

お け る ジ ニ ト ロ ト ルエ ン代謝物の ト ラ ン ス フ ォ ー
メ シ ョ ン活性. 日 本薬学会第1 15年会， 1 994 ， 3 ， 
東京.

2) 水 口 博樹， 川嶋洋一， 狐塚 寛 : ク ロ フ ィ ブ リ

ン 酸 に よ る 肝臓 の リ ン 脂 質 分 子 種 組 成 の 変 動 .
日 本薬学会第1 14年会， 1994， 3 ， 東京.
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第1 14年会， 1994， 3 ， 東京.

5) 松本真 明 ， 原 田 真宏 ， 宮 原 龍 郎 ， 橋 本 和 洋 ，

小宮山裕子， 宮西敦子， 近藤純代， 小酒井昭徳，
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樋 口 昭平 ， 小 友 進， 狐塚 寛 : 第 1 2 回 日 本 骨
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9 )  大河原 晋， 鍛冶利幸， 平 賀祥一， 山 本 千 夏 ，

藤原泰之， 坂元倫 子 ， 狐塚 寛 ， 小泉富美朝 :
培養血管 内 皮 細 胞 グ リ サ ミ ノ グ リ カ ン の塩基性

線維 芽 細 胞 成 長 因 子 に よ る 変 化 . 日 本 薬 学 会

第1 14年会， 1994， 3 ， 東京.

10 )  山本千夏， 鍛冶利幸， 古谷美紀， 坂元倫 子 ，
狐塚 寛， 小 泉 富 美 朝 : 塩基性 線維芽細 胞成長
因 子 に よ る 血 管 構 成 細 胞 線 溶 調 節 の 制 御 .
日 本薬学会第1 14年会， 1994， 3 ， 東京.
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狐塚 寛 : 培養血管 内 皮 お よ び平滑筋細 胞 に お
け る メ タ ロ チ オ ネ イ ン の 誘 導 . 日 本 薬 学 回 第

1 14年会， 1994， 3 ， 東京.

1 2 ) 三島 篤 ， 鍛冶利幸， 山 本 千夏 ， 鈴木 恵，
藤原泰 之 ， 坂 元倫 子 ， 狐塚 寛 : 培養血 管 内 皮
細 胞 に 対す る カ ド ミ ウ ム ( Cd ) と 鉛 ( Pb ) の 相 互
作用. 1994， 3 ， 東京.

13 ) 鍛冶利幸， 藤井孝育， 平 賀祥一， 山 本 千 夏 ，

坂元倫 子 ， 狐塚 寛 ， 小 泉 富 美 朝 : プ ラ ス ミ ン
に よ る 培養血管内皮細胞層 へ パ ラ ン硫酸 の減少.
第26 回 日 本結合 組織学会学術大会， 1994 ， 6 ， 
岐阜.

14 ) 鍛冶利幸， 大河原 晋， 平賀祥一， 山本千夏，
藤原泰之， 坂元倫 子 ， 狐塚 寛 ， 小 泉富 美 朝 :
塩基性 線維芽細胞成長因 子 に よ る 培養血 管 内 皮
細 胞 グ リ サ ミ ノ グ リ カ ン 生合 成 の 調 節 . 第 2 6 回
日 本結合組織学会学術大会， 1994， 6 ， 岐阜.

1 5 )  藤原泰之 ， 鍛冶利幸， 山 本 千夏 ， 坂元倫 子 ，
狐塚 寛 : 亜鉛に よ る培養 内 皮 細胞増殖 の 刺 激.
日 本 薬 学 会 北 陸 支 部 第 9 0 回 例 会 ， 1 9 9 4 ， 6 ， 
金沢.

16 ) 大河原 晋， 鍛治利幸， 山本千夏 藤原泰之，

坂元倫子， 狐塚 寛 : 培養血管内皮細胞に お け る
カ ド ミ ウ ム の細胞毒性 に対す る 形質転換成長因子
の 防御 作 用 . 日 本 薬 学 会 北 陸 支 部 第 9 0 回 例 会
1994， 6 ， 金沢.

17 )  山本千夏 ， 鍛冶利幸， 坂元倫子， 狐塚 寛，
小 泉 富 美 朝 : 血 管 構 成 細 胞 の 血 液 線 溶 調 節 に

対 す る カ ド ミ ウ ム の 作 用 . 第 2 0 回 環 境 ト キ シ
コ ロ ジ ー シ ン ポ ジ ウ ム ， 1994， 9 ， 東京.

18)  藤原泰之 ， 鍛冶利幸， 山 本 千夏， 坂元倫 子 ，

狐塚 寛 : 培養血管内皮細胞お よ び血管平滑筋細

胞の増殖に対す る 鉛の作用. 第20回環境 ト キ シ コ
ロ ジ ー シ ンポ ジ ウ ム， 1994， 9 ， 東京.

19) 山本千夏， 鍛冶利幸， 坂元倫子， 狐塚 寛，
小 泉富美朝 : エ ン ド セ リ ン に よ る 培養血 管 内 皮
細 胞組織 プ ラ ス ミ ノ ー ゲ ン ア ク チ ベ ー タ ー 放 出

の制御. 日 本血管細胞生物学研究会第 2 回大会，
1994， 10， 京都

20 ) 鍛治利幸， 稲 田 美穂， 山 本 千夏， 藤 原 泰 之 ，
坂元倫子， 狐塚 寛， 小泉富美朝 : cAMP に よ る
培 養 血 管 内 皮 細 胞 グ リ サ ミ ノ グ リ カ ン 産 生 の
制 御 . 日 本 血 管 細 胞 生物 学 研 究 会 第 2 回 大 会 ，
1994， 10， 京都.

2 1 )  鍛冶利幸， 藤井孝育， 山 本 千夏， 藤 原 泰 之，
坂元倫子， 狐塚 寛 小 泉富 美 朝 : ト ロ ン ビ ン

に よ る 培養血管 内 皮 細 胞 グ リ サ ミ ノ グ リ カ ン の
放 出 促進 へ の プ ロ テ イ ン キ ナ ー ゼ C の 介 在 .
日 本血管細胞生物学研究会第 2 回 大 会 ， 1 9 9 4 ， 
10， 京都.

22 ) 三島 篤 ， 鍛冶利幸， 鈴木 恵， 山 本 千 夏，
藤原泰之， 坂元倫 子 ， 狐塚 寛 : 培養血管 内 皮
細胞 に お け る カ ド ミ ウ ム と ビ ス マ ス の 相互作 用 .
日 本 薬 学 回 北 陸 支 部 第 9 1 回 例 会 ， 1 994 ， 1 2 ， 
富 山.

⑩ そ の 他
1 ) 宮原龍郎 : ハ ロ カ ー ボ ン と 環境問題. 富学薬年

誌 4 : 13 - 19， 1990. 

2) 宮 原 龍郎 : 骨代謝 と 骨 粗 し ょ う 症 に つ い て .
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